
今
回
は
見
所
い
っ
ぱ
い
の
羽
島

市
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
羽
島
市
は
円
空
上
人
の
生

誕
の
地
と
し
て
有
名
で
す
。
長
良

川
の
洪
水
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た

母
の
供
養
の
た
め
出
家
し
、
全
国

を
行
脚
す
る
放
浪
の
旅
の
な
か

で
、
庶
民
の

幸
福
を
願
っ

て
12
万
体
の

仏
像
を
彫
り
、
う
ち
５
０
０
０
余

体
を
現
代
に
残
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
円
空
ロ
ー
ド
に
は
、
現

代
の
円
空
フ
ァ
ン
に
よ
り
制
作
さ

れ
た
彫
刻
（
街
角
の
円
空
）が

道
路
の
両
側
に
設
置
さ
れ
、

道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行

者
に
優
し
く
微
笑
ん
で
い
ま

す
。○

歴
史
民
俗
資
料
館
・

映
画
資
料
館

昭
和
46
年

ま
で
営
業
し

て
い
た
竹
鼻

朝
日
館
（
映

画
館
）
が
改

築
さ
れ
歴
史

民
俗
資
料
館

を
併
設
し
た
映
画

資
料
館
と
し
て
平

成
８
年
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
東

千
代
之
介
、
中
村
錦
之
助
、
市
川

歌
右
衛
門
な
ど
往
年
の
銀
幕
ス
タ

ー
が
出
演
し
た
「
紅
孔
雀
」
「
新

吾
十
番
勝
負
」
「
旗
本
退
屈
男
」

な
ど
の
映
画
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ

れ
、
今
の
お
じ
さ
ん
た
ち
の
少
年

時
代
の
記
憶
が
甦
っ
て
き
ま
す
。

毎
月
第
２
土
曜
日
に
は
、
午
前

と
午
後
の
２
回
に
昭
和
の
映
画
を

上
映
す
る
「
映
画
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
、
大
阪
や
横
浜
か
ら
来

る
フ
ァ
ン
も
い
る
そ
う
で
す
。

場
所
は
竹
鼻
町
２
６
２
４
の
１

℡
０
５
８
（
３
９
１
）
２
２
３
４

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日

は
毎
週
月
曜
日
（
第
３
月
曜
日
を

除
く
）
、祝
日
の
翌
日
、
第
３
日
曜

日
、
入
場
料
は
大
人
３
０
０
円

○

竹
鼻
別
院
の
藤

映
画
資
料
館
の
西
側
に
あ
る
竹

鼻
別
院
に
は
、
樹
齢
３
０
０
年
を

超
え
る
古
木
の
藤
の
木
（
県
指
定

天
然
記
念
物
）
が
あ
り
ま
す
。毎
年

４
月
中
下
旬
に
な
る
と
、
東
西
33

ｍ
、
南
北
16
ｍ
の
枝
張
り
を
持
つ

一
本
の
木
か
ら
総
状
花
序
に
垂
れ

て
咲
く
四
弁
薄
紫
の
花
は
、
一
見

の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

資
料
館
で
見
学
し
た
あ
と
は
、

優
艶
な
「
藤
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
」

の
下
で
抹
茶
な
ど
召
し
上
が
っ
て

は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

○

大
賀
の
ハ
ス

昭
和
26
年
に
故
大
賀
博
士
が
千

葉
市
の
縄
文
遺
跡
発
掘
現
場
か
ら

発
見
し
た
３
粒
の
種
子
が
世
界
最

古
の
ハ
ス
の

種
子
と
認
定

さ

れ

ま

し

た
。当

市
が
古

く
よ
り
蓮
根

（
ハ
ス
）の
生

産
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
市

制
25
周
年
と
新
幹
線
岐
阜
羽
島
駅

開
通
15
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て

千
葉
市
よ
り
譲
受
け
、当
地
（
か
ん

ぽ
の
宿
東
）
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

７
～
８
月
に
は
大
賀
ハ
ス
祭
り

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
薄
紅
色
の
大

輪
の
花
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ

ば
数
千
年
の
時
を
経
た
縄
文
の
夢

と
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。○

大
須
観
音
（
真
福
寺
）

鎌
倉
時
代
に
建
立
さ
れ
、
七
堂

伽
藍
を
備
え
て
寺
領
も
一
万
石
に

及
び
大
い
に
栄
え
ま
し
た
が
、
慶

長
10
年
の
洪
水
で
流
失
し
た
た

め
、徳
川
家
康
が
成
瀬
正
成
（
犬
山

藩
初
代
藩
主
）
に
命
じ
て
名
古
屋

城
下
に
「
大
須
」
の
地
名
と
と
も

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
地

元
の
懇
請
に
よ
り
残
さ
れ
た
銅
造

聖
観
音
立
像
を
祀
っ
た
の
が
現
在

の
真
福
寺
で
、
名
古
屋
の
大
須
観

音
の
ル
ー
ツ
と
な
る
寺
で
す
。

場
所
は
桑
原
町
大
須

℡
０
５
８
（
３
９
８
）
６
５
７
８

○

パ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ

正
木
町
小
松
西
交
差
点
の
南
東
角

（
カ
ネ
ス
エ
東
側
）に
あ
る
喫
茶
店

で
す
。
ダ
ー
ク
グ
レ
ー
の
色
調
の

壁
と
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
床
の
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
内
は
、
市

内
を
散
策
し
た
あ
と
に
、
ま
た
、

お
仕
事
の
合
間
に
至
福
の
時
を
過

ご
せ
る
憩
の
空
間
で
す
。

人
気
の
ド
リ
ン
ク
付
ラ
ン
チ

（
７
０
０
円
）は
す
ぐ
に
売
り
切
れ

る
そ
う
で
す
が
、
超
人
気
筋
は
午

後
２
時
か
ら
６
時
の
間
の
限
定
メ

ニ
ュ
ー
で
当
店

自
慢
の
ド
リ
ン

ク
付
き
プ
チ
オ

ム
ラ
イ
ス
セ
ッ

ト
（
写
真
）５
０

０
円
で
す
。

一
味
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

チ
ャ
ン
ム
グ
風
オ
ム
ラ
イ
ス
（
韓

国
み
そ
、
み
そ
ソ
ー
ス
か
け
）
の

他
、
北
海
道
風
味
に
こ
だ
わ
っ
た

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
パ
フ
ェ
も
売
れ
筋
と
の
こ
と
で

す
。ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

場
所
は

正
木
町
須
賀
本
村
五

℡
０
５
８
（
３
９
２
）
１
４
１
０

不
定
休
で
毎
週
金
曜
日
は
午
後
２

時
ま
で

ｂ
ｙ
清
水
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メニュー
その１

羽
島
市
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介

ここ白川では会社でも夕方になると鈴虫の
鳴く声が聞こえてきます。朝夕は一段と冷
えこんでくるようになってきましたが、皆
様お元気でお過ごしでしょうか。



今
回
は
、

中
津
川
市
太

田
町
に
あ
る

「
五
十
番
」

と
い
う
お
店

を
紹
介
し
ま

す
。中

津
川
の

人
な
ら
誰
で

も
知
っ
て
い
る

有
名
な
お
店
で

す
。
こ
の
お
店

の
メ
イ
ン
メ
ニ

ュ
ー
は
塩
焼
そ

ば
で
す
。
６
０

０
円（
大
盛
り
）

で
か
な
り
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
で
す
。
す
こ
し
短
め
の

も
ち
も
ち
の
太
麺
に
、
テ
ー
ブ
ル

に
備
え
付
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
ー

油
を
適
量
か
け
て
食
べ
る
と
、
す

ご
く
お
い
し
い
で
す
。
※
土
日
祝

日
は
大
盛
り
は
や
っ
て
い
な
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
笑
）
営
業

時
間

平
日
11
時
～
20
時
30
分

定
休
日

火
曜
日

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
最

寄
の
中
津
川
駅
の
市
営
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ｂ
ｙ
鈴
村

今
回
は

中
津
川
市

に

あ

る

「
夜
明
け

の
森
き
ら

め
き
パ
ー

ク
」
を
紹

介

し

ま

す
。
中
津

川
の
駅
か
ら
お
よ
そ
車
で
15
分
の

中
津
川
市
苗
木
に
あ
り
ま
す
。

夜
明
け
の
森
に
は
３
つ
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
有
り
、
澄
み

切
っ
た
空
気
の
中
を
ゆ
っ
く
り
散

策
す
る
の
に
最
適
で
す
。
こ
れ
か

ら
秋
が
深
ま
る
に
つ
れ
色
と
り
ど

り
の
紅
葉
も
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
同
敷
地
内
に
鉱
物
博
物
館

が
あ
り
多
種
多
様
な
鉱
物
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
色
鮮
や
か
な
水

晶
、
不
思
議

な
形
や
性
質

の
鉱
物
は
と

て
も
神
秘
的

で
す
。

鉱
物
博
物

館
で
は
毎
月

様
々
な
体
験

型
の
イ
ベ
ン

ト
や
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
11
月
３
日
の
文
化
の
日
は

入
館
料
が
無
料
で
数
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

中
津
川
市
鉱
物
博
物
館

℡
０
５
７
３
（
67
）
２
１
１
０

ｂ
ｙ

佐
藤

岐
阜
県
優
良
工
事
施
工
者
表
彰

制
度
が
平
成
19
年
５
月
23
日
に
制

定
さ
れ
て
、
今
年
で
７
年
目
を
迎

え
ま
す
。

こ
の
制
度
は
建
設
業
者
の
意
欲

の
増
進
や
技
術
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
社
会
的
評
価
を
高
め
、

建
設
産
業
の
健
全
な
発
展
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

表
彰
式
は
、

建
通
新
聞
は

も
ち
ろ
ん
、

一
般
新
聞
な

ど
に
記
事
が

掲
載
さ
れ
る

た
め
、
県
民

の
皆
さ
ん
に

広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、

社
会
的
評
価

の
向
上
に
繋

が

る

こ

と

や
、
施
工
を
担
当
し
た
技
術
者
も

ヤ
リ
ガ
イ
を
感
じ
、
意
欲
的
に
工

事
に
取
組
む
姿
勢
が
で
き
る
な

ど
、
大
変
良
い
制
度
で
す
。

弊
社
は
今
ま
で
の
７
年
間
で
部

長
表
彰
を
６
件
と
所
長
表
彰
を
10

件
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
年
度

も
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
に
、

表
彰
を
２
件
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
橋
梁
の
塗
装
工

事
で
、
可
茂
土
木
事
務
所
長
表
彰

と
治
山
山
腹
工
事
で
東
濃
農
林
事

務
所
長
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
発
注
者
様
の
ご
指
導
と
ご

鞭
撻
の
お
陰
で
あ
る
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
人
材
育

成
を
推
進
し
、
施
工
力
や
技
術
力

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す

の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ｂ
ｙ
土
井
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メニュー
その３

岐
阜
県
優
良
工
事
施
工
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！

お
い
し
い
お
店

紹
介
し
ま
す
！

メニュー
その４

メニュー
その５

森
の
楽
園
紹
介

水
晶
等
の
鉱
物

教室･イベントのお知らせ

　今回の「てんこもり」いかがでしたでしょう
か？今回も私達が、最近気になった事や楽しか

った事、ちょっと得しそうな事等を紹介させて

頂きました。また読者の皆様からも、色んなニ
ュースの紹介をお待ちしております。（自慢話、

おいしい・楽しいスポット紹介、サークル紹介

等どんなことでも結構です。）写真をつけてく
だされば最高です！こちらまでご連絡下さい。

丸ス産業株式会社「てんこもり」編集部 責任
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